
【はじめに】
　筆者は、令和 3年度の研究誌において、「自
閉症スペクトラム障害児者の『カモフラー
ジュ』について」という論文を発表した（田
宮、2021）。その後、論文を読んでくださっ
た方から感想を聞かせていただく機会があ
り、何人かの方から、 「誰でもやっているこ
とではないか」、「ソーシャルスキルトレーニ
ング（Social Skills Training: SST）とどう
違うのか」という趣旨のコメントをいただい
た。これらはいずれも、カモフラージュとは
何かという本質的な問題に関わる重大な点を
ご指摘いただいたと考える。そこで今回は、
自閉症スペクトラム障害（Autism Spectrum 
Disorder: ASD）児者のカモフラージュにつ
いての理解をさらに深めるために、これらの
疑問に答える形で論を進めることにする。

【カモフラージュとは】
　前回の論文（田宮、2021）で筆者は、カ
モフラージュとは「ASD児者が定型発達児
者と交流する際に ASD特性が目立たないよ
うにするために、定型発達児者の模倣をし
たり ASD 特性を隠したりする行動を指す
（p.4）」と説明した。そして、「カモフラージュ
するケースの多くは、意図的なものと思われ
る。すなわち、定型発達児者が多い社会的状
況において、その状況に合わせるためという
明確な目的意識を持って、意識的に自身の行
動を制御するのである（p.4）」と述べた。こ
の中で、「意図的」「意識的」という表現がポ
イントとなるが、これについては後述する。
　カモフラージュをするためにはある程度の

知的レベルが必要であるため、典型的には、
知的障害のないいわゆる「高機能」のケース
にカモフラージュが多いとされるが、知的
障害児者にも見られることがある（田宮ら、
2022）。また、女性のカモフラージュが話題
となることが多い（砂川、2015；Bargiela、 
2019；蜂矢、2020）が、男性にも見られる。

【ASD特性とカモフラージュ】
　ASD特性のいわゆる「三つ組」、すなわち、
対人関係の障害、コミュニケーションの障
害、イマジネーションの障害に由来する具体
的な困難として、相手の気持ちに気づきにく
い、相手の発言の言外の含みを感じ取ること
ができず字義通りに解釈する、想定外の状況
に臨機応変に対応できない、といったことが
挙げられる。これは、ASD児者は部分認知
が優勢であるために断片的な情報ばかりに注
目してしまったり、イマジネーションがうま
く働かないために目に見えない事象に気づけ
なかったりするからであり、状況の全体像を
直感的に把握することができないのである。
　しかし、ある程度の知能レベルを有するい
わゆる「高機能」の ASD児者であれば、自
分の ASD特性を自覚したうえで、定型発達
児者と変わらない振る舞いを選択することも
可能である。これがカモフラージュである。
詳細は前回の論文（田宮、2021）を参照さ
れたい。

【定型発達児者との違い】
　では、カモフラージュに関して、ASD児
者と定型発達児者の違いはどこにあるのだろ
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うか？　冒頭に挙げた疑問に沿って言い換え
れば、ASD児者のカモフラージュは「誰で
もやっていること」にすぎないのだろうか？
　先行研究をみてみると、ASD児者のカモ
フラージュとは「誰かをそっくりに真似た表
情やしぐさをしたり、自然なフレーズを丸暗
記して使ったり、自分の意思より相手の喜ぶ
言動をとることで社会的に受け入れられるよ
うに努力
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（p.980）」する（蜂矢、2020）こ
とによって、「表面的な適応を精一杯の努力
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で何とか保っている（p.95）」状態（砂川、
2015）を指す。また、Lai ら（2016）も、
カモフラージュには「かなりの認知的努力
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が
しばしば必要であり、疲労困憊する（p.691）」
こともあると述べている。ここでは、「努力」
がキーワードとなる（以上いずれも傍点筆
者）。
　先述したように、ASD児者は対人場面に
おいて直感的に臨機応変に対応することが難
しい。そのために、多くの情報を意識的に処
理して、それに対する振る舞いも意識的にコ
ントロールする必要がある。ここが、「直感
的に空気を読んで」振る舞うことができる定
型発達児者との大きな違いとなる。たとえば、
定型発達児者であれば、相手がイライラして
いることをその口調や表情から直感的に

4 4 4 4

読み
取って、それに対する適切な反応（会話を打
ち切る、話題を変えるなど）を直感的に
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選択
するであろう。しかし、部分認知が優勢の
ASD児者が同じことをしようとすれば、ま
ず具体的な情報（口調が変わった、急に無口
になった、眉間にしわが寄った、口角が下がっ
たなど）を総合して相手の気持ちを意識的に
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判断し、それに対する反応も、いくつかの選
択肢（会話を続ける、会話を打ち切る、話題
を変える、どんな気持ちか尋ねるなど）を一
生懸命考えて、それらのメリットとデメリッ
トを一つずつ検討したうえで決めるという、
極めて意識的な
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プロセスを経なければならな
い。ここでは、「直感的」に対する「意識的」

がキーワードとなる。
　このように、ASD児者が表面的には定型
発達児者と同じように振る舞っているように
見えても、その裏には「意識的な努力」が必
要とされるのであって、多大なエネルギーが
費やされる。もちろん定型発達児者もそのよ
うな意識的努力をすることはあろうが、その
程度が格段に違うのである。
　この点を理解するために、次のような状況
を考えてみていただきたい。日本人が母語で
ある日本語を話すときは、少なくとも日常会
話に関する限り意識的な努力はほとんど必要
ではない。呼吸をするのと同じくらい、無意
識にやりとりをすることができるだろう。し
かし、日本人の多くは、母語でない英語を話
すためにはかなりの努力を必要とするはず
である。学校で習った文法や英単語を一生
懸命思い出しながら、何とか言葉を紡いでゆ
かねばならない。たとえば仮に、こういう日
本人がアメリカ人と対等に英会話をして、ネ
イティブスピーカーのふりをせねばならない
とすれば、相当な心理的負担となることは容
易に想像できよう。カモフラージュをする
ASD児者は、日々こういう状況に置かれて
いるのである。ASD女性のウィリーは、次
のように述べている（Willey, 1999）。

私には、どんなにがんばっても、二つの世
界を目立たぬように行き来することができ
なかった。一方には標準的な人々の住む世
界があり、他方には不ぞろいな人々の住む
世界がある。どちらか片方の世界を離れ、
もう片方の世界に入ったとたん、わたしは
きまって、大声で到着を宣言してしまって
いるようなのだ。（中略）いつよそ者と見
破られるか、常にはらはらしていなくては
ならないけれども。（訳書 p.48）

　このように、ASD児者のカモフラージュ
は、「誰でもやっていること」とは程遠いの
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であり、われわれ療育関係者がしっかりと認
識しておく必要がある。

【SSTとの違い】
　では、ASD児者のカモフラージュは、い
わゆるSSTとはどう違うのだろうか。
　精神医学の教科書（Sadock et al., 2015）
によれば、SST とは、「ある社会的な状況で
生じる感情に注意を向けてその性質を理解す
る方法や他人の感情の反応の原因を適切に判
断すること、社会的な問題解決の技法を学ぶ
ことなど、感情を認識し制御することが含ま
れた訓練（訳書 p.1301）」である。そして、
「集団の中で練習することで、患児があまり
構造化されていない状況で技法を使えるよう
にし、仲間とポジティブにやり取りできるよ
うに、ストラテジーを自分のものにすること
（訳書 p.1301）」がその目標である。
　ASD児者のカモフラージュとSSTとの違
いの第 1は、その目的である。カモフラー
ジュの目的はASD特性を隠すことであるが、
SST の目的はより好ましい振る舞い方を身
につけることである。結果として ASD特性
を隠すことにはなっても、それが本来の目的
ではない。
　第 2の違いは、SST は支援者の指導を受
けて身につけるものであるのに対し、カモフ
ラージュは、ASD児者自身がいわば手探り
で身につけるものだという点である。どうい
う状況ではどういう振る舞いがふさわしくて
どういう振る舞いがふさわしくないのか、経
験を積む中で模索せねばならない。したがっ
て、カモフラージュでは「間違った」状況理
解に基づいて「間違った」振る舞いを身につ
けてしまう可能性もある。この点、SSTでは、
どういう状況でどう振る舞えばよいのかを、
客観的な視点から学ぶことができよう。
　第 3の違いは、習得プロセスである。生
活の中の「独学」で習得するカモフラージュ
は、毎日が「本番」であり、失敗することも

ある。たとえば、Bargiela（2019）は、シェ
イクスピアの戯曲に出てくるセリフを日常会
話で使ってうまくいかなかった女性の体験談
を紹介している（訳書 p.25）。こういった失
敗体験のため、時には、自尊心の傷つきとい
う「授業料」を支払いながらカモフラージュ
の方法を身につけることになる。これに対し
てSSTでは、ASD特性を理解している指導
者や参加者とともに、ロールプレイなどを通
して失敗を恐れることなく習得することがで
きる。
　支援の一環としてSSTを受けるためには、
ASDの診断が前提となることは言うまでも
ない。カモフラージュのデメリットのひとつ
は、ASD特性が隠されてしまうために診断
が遅れることである。われわれ療育関係者に
できることは、ASD児者のカモフラージュ
を認識して的確な診断につなげ、障害を受容
して過度なカモフラージュが必要でない生活
ができるよう支援することだと考える。

【まとめ】
　本論文によって、ASD児者のカモフラー
ジュがどんな体験であるかがさらに明確に
なれば幸いである。最後に、カモフラー
ジュをめぐる、ASD女性の言葉をいくつか
引用して締めくくることにする（Bargiela、
2019）。

・ 小学校では本当にもの静かだったわ。完璧
な子どもで、言われたこと全部こなして、
何もかも我慢していたの。だけど家に帰る
と爆発していたわ　―　まさしくすべての
気持ちを抑えて一日中過ごしていたの。（訳
書 p.22）

・ （前略）社交の場に出るときは、「わたし」
ではないわたしを演じるようにイメージを
作り上げていた。パーティから帰ってから
は、どっと疲れたの。だって誰かほかの人
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を演じるにはすごいエネルギーがいるか
ら。（訳書 p.26）

・ すべてのことを理解しようとすることは
とっても疲れる。いつもすべてのことをマ
ニュアルに沿ってやっているようなもの
で、コンピューターにいちいちコマンドを
打ち込まないといけないような感じなの。
（訳書 p.27）

・ アスペルガーっていうのは疲れるのよ。
だって、一日中過度に警戒した状態でいる
ようなものだから。（訳書 p.38）
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